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北大水産業報
32(4)， 281-292. 1981. 

ドジョウ Mi8gurnu8anguillicaudatu8の生殖周期に伴うピテロジェ=ンの変動

寺西 哲夫*.原 彰彦料・高橋

Changes of Serum Vitellogenin Levels during the Course of Annual 

Reproductive Cyc1e of the Loach， Mi8gurnu8 anguillicaudαtU8 

Tetsuo TERANISHI*， Akihiko lIARA ** and Hiroya TAKAHASHI* 

Abstract 

品lterationsof vitellogenin in the serum ofもheloach， M isgumω 
， collecおdfrom rivers in the suburbs of H北 od胸 wereexa凶ned
changωof their ovaries during the annu品1reproduc七ivecycle. 
c index (GSI) of female loacl嶋田 beg姐もoincrω8e in April 

maximum in June. Sp品wningof the 10品。hes品，ppe乱redもooccur 
months from July to September， with品 gr乱dualdecrease in GSI 
period. During七hesuccessive months tow晶rdM針。:h， GSI in 
remained relatively low. It wωnoticed 他的晶 consider晶ble
females e豆島minedin these months r，伽inednormal ovari岨 0∞戸ω
stages of viぬllogenesis. Remark晶bledifferenc唱sin GSI v晶luωwere
females働，mpledin every month of the year， which corr倒 ponded
阻品目戸lChronoustype of the development of ov晶，rian0∞:ytes 

of two proもeinfr加もionscontaining phosphorus and lipids w'剖
olyωrylamide gel disc elecも，rophorωisinぬ.eserum of mature 
but no七inthat of male and immature female fish. Treatment of 
10品。heswith estradiol could induce the appe晶r岨 ωofぬ側epro加in
もheir 関ra. The proぬinswere identified as vi飴llogeninby disc 
is岨 dOuch句，rlony'simmunodiffusion test using an阻色i・

品nも，iserum.
W品目presentin fem晶le唱capturedin every month ofぬeyear except 
number of fi自hin whioh ovarie自didnot contain viぬllogenic0∞yte自.
qu品ntificationof viぬllogeninin eaoh individual fish byもheradial 
me七hodof Manoini， mean levels of serum vitellogenin showed晶

mcre鍋巴 inApril wi出品由自 inGSI v晶luω，rωched晶 peakin M晶，y，
unもilup to J叫y，then decre制。dquiぬ gradually泊 parallelwi也晶
du血 g色hespawning period. Inもhesexu晶llyinacti四 months
through M乱，roh，viぬllogenin was deteoもable叫.m01ω，rly，色hough
generally， in sera of most of the females examined. Serum 

levels， which were oheoked in rel抗ionもohis色ologicalmaturity of 
fish， exhibited a tendency to become increasingly high 品目
帥 ohovarian ooc'件eadvanced阻 d鋪 thenumber of viぬllogenic
h もheov品，ry.
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(Depart'押wntof B伽 h仰 istry，Hokkaido U仰 ersitySehool of Medicine) 
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The ch晶r品cteristicprofil倒 ofserum vitellogenin in the loach m品，yreflect the 
phenomena that the fish品目乱 whole h晶，ve品 longperiod of high reproducもive
activiti剖 duringもheyear， and that each ofもhemcan c晶町you七mulも，iple昭島，Wll-
ings at differentもimesof that period according to di釘eren:も individuals. The 
implication of serum vitellogenin in the maintenance of yolky oocytes in 10乱巴:hes
of sexually inactive periodsおもobe studied further. 

硬骨魚の雌における卵黄形成過程は卵母細胞の成長および成熟に直接関連をもっ最も重要な現象で

あるが， ζの卵黄形成過程にある雌魚の血清中f1:， 雄魚や未熟雌魚の血清蛋白とは物理化学的性状の

異なる蛋白成分が出現する ζとはよく知られている1)。 乙の雌11:特異的な血清蛋白は卵黄蛋自前駆物

質とみなしうるもので，一般にピテロヲェニンとよばれており， これが雌性ホルモンの刺激iとより肝

臓で合成されて血中K放出され，生殖腺刺激ホルモンの作用のもとに卵母細胞に取り乙まれ卵黄蛋白

として蓄積される ζとは硬骨魚においても確証されている2)，3)。従つである魚種の生殖周期に伴うピ

テロヲェニンの量的変動の検討は， その魚種における卵黄形成活動の推移を知るための重要な資料を

与えると恩われる。

硬骨魚の卵巣成熟と産卵11:伴うピテロヲェニンの消長については，Oncorhynchus nerka4)やSalmo

salar5)での初期の免疫学的手法による研究につづいて近年，Platichthys fiesus6)や Gobiusnige1・，7)

でアルカリ不安定性燐の定量法や電気泳動法による観察がなされており， ピテロヲェニンが卵巣での

卵黄形成活動の開始とともに増量し産卵期に先立つて最大量となり， 産卵後減少する乙とが報告され

ている。同様な現象は Salmotrutta8)や Salmogairdneri9)，10)でも知られている。また胎性魚の

Zoarces viviparusでも，卵巣成熟，妊娠とピテロヲェニンの量的変化との関連が調査され，興味あ

る知見が得られている11)。

わが国の重要養殖魚種の一つであるドヲョウ Misgurnusanguillicaudatus については久保田12)が

卵巣の成熟過程を，また鈴木13)が卵巣卵の卵径分布を調べて，本州産のドヲョウの卵巣卵の発達が非

同時発生型であるととを報じ，同斗固体がー産卵期に反復して産卵する可能性を示唆している。また

ド少ョウの成熟が光や温度など外部条件の影響をうけやすいζとも実験的K示されており 14)，15)本州

と環境条件の異なる北海道でのドクョウの産卵期前後の卵巣卵の挙動について興味がもたれる。林16)

は北海道岩見沢地区のドヲョウの卵巣重量の月別変化を調査し， 産卵期が本州でのそれよりも 1-2

か月おくれて5月下旬から 8月中旬にあるとしているが， 各月の数値の個体差がきわめて著しいのが

注目される。従って本研究では北海道南部の河川|から周年的に採集したドヲョウについて血清中のピ

テロラェニンの量的変動を調べ並行して観察した卵巣の組織学的変化との関連を追って， ドヲョウ

の卵黄形成過程の特色を検討した。

材料と方法

ドヲョウ Misgurnusanguillicaudatusは函館市近郊の久根別川本流およびその支流において，

1979年10月から 1980年9月までの聞の各月に採集したもので，体長 8.50-13. 19cm， 体重 3.12-

18.40gの範囲にある雌を観察に用いた。

採集したドジョウは，研究室K運びMS-222で麻酔したのち直ちに尾柄部切断iとより採血した。血

清は血液を室温K静置して凝固させたのち 60∞rpmで10分間遠沈して分離し， 実験に用いるまで
-20.C に凍結保存した。 また，採血後の各個体から卵巣ならびに肝臓を摘出し重量ぞ測定したのち，

Bouin氏液で固定，7-10l'mの連続切片を作製し， Delafieldのへマトキシリンとエオシンによる二

重染色を施して組織学的に観察した。

血清蛋白はDaviS17)の方法に従い， 7.596ポリアクリルアミドゲル・ディスク電気泳動法で分離

した。泳動はどCにおいてカラム 1本当り 2mAの定電流で行い，ブロムフェノールブルーの色線が
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分離用ゲルを通過するまでとした。全血清蛋白パンド染色にはクーマシーブリリアントブルー G250

弘脂質蛋白パンド染色にはズダンブラックBを用いた。また燐蛋白パンドは Cuttingand Roth18) 

の方法に従い染色した。

血清中のピテロヲェニンの検出にはディスク免疫電気泳動法19)ならびにOuchterlonyの二重免疫

寺西ら:
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拡散法.20】を用いた。 とれらに使用した抗血清は抗ドヲョウ卵黄蛋白抗血清で， 卵黄形成途上にある

卵を含むドクョウの卵巣を 0.996食塩水で磨砕し，その上清を F陀undの完全アラュパントと共に家

兎に注射して得たものである。またピテロ~ェニンの定量には同じ抗血清による地ncini の放射状免

疫拡散法.20)を用いたが， 抗原量既知の血清が得られなかったため， 卵母細胞が卵黄形成途上にある

ζとを確認した雌魚の血清を標準血清とした。本研究に用いた抗血清に対して， 1， 3， 6，および36倍

の標準血清の希釈系列が明確に比例反応をみせる ζとをたしかめたうえで非希釈の標準血清のもつ抗

原量を便宜的に1∞として，各試料の抗原量を相対値で表わした。

結 果

1. 生殖周期に伴う卵巣および肝臓の変化

図1Bに示したようにドUョウ雌の成熟度指数 (GSI，卵巣重量/体重 x1∞)は 4月から 5月に

かけてその個体差はかなり大ではあったが次第に上昇する傾向をみせ， 6月下旬には最高値11:達した。

ζれらの各月には卵黄形成の顕著な進行をみせる個体がその数を増し(図2a)， とくに6月下旬に観

察した6個体のすべての卵巣には第3次卵黄球期の卵母細胞が卓越して存在していた(図2b)が，核

移動期以降の成熟状態に達したものはまだみられなかった。

7月の GSIの平均値 (6.2)は6月のそれ (16.1)よりも明らかに低かったが， 個体ごとの値は 0.6

から 15.1にわたるきわめて著しい差をみせた。 ζの月11:GSIが3.8以上を示した 10個体の卵巣に

は第3次卵黄球期の卵母細胞が多数存在し， それらのうち 4個体の卵母細胞は核移動期に達していた

(図2c)。またとの7月の1個体では剖検時に排卵があった乙とを確認し得た。乙の個体は GSIが3.8

で，その卵巣には核移動期の卵母細胞はみられなかったが， 多数の第3次卵黄球期の卵母細胞が依然

として存在していた。 8月下旬および9月下旬には GSIの低下が明らかとなり，個体差も小となった

が 8月の9個体中8個体および9月の9個体中7個体の卵巣には第l次~第3次卵黄球期にある卵

母細胞が少数ながら認められた。 ζれらのうち8月の GSI7.4の個体，および9月の GSI16.8の個

体の卵巣には卵黄蓄積途上の卵母細胞と共に核移動期にあるものが明らかに存在していた。 乙れらの

観察結果から，本研究11:用いたドジョウの産卵期は7月から 9月にわたるものと推定された。

10月から翌年3月までの聞の各月には GSIは全体として比較的低い値にとどまっていたが， 各月

とも個体によりかなりの差をみせる傾向が注目された。 10月に観察した7個体全ての卵巣には周辺仁

期および卵黄胞期の卵母細胞に加えて卵黄蓄積期にある卵母細胞が存在しており (図2d)， うち 5個

体で観察された卵母細胞のあるものは第3次卵黄球期に， また他の2個体のそれは第1次卵黄球期に

あった。 11月から翌年3月までの各月における調査でも，常Ir.卵黄を蓄積きせた正常な形態を示す卵

母細胞をもっ個体がみいだされた(図2e，f)。しかし， 11月の4個体中1個体， 12月の6個体中1個

体 2月の 10個体中4個体および3月の5個体中1個体の卵巣では，卵母細胞はすべて卵黄胞期以下

の成熟段階にとどまっていた。また，卵黄球を蓄積した卵母細胞の退行像は， 10月の若干の個体にお

いてかなりの頻度で観察されたが， 他の各月に観察した個体では同様な退行途上の卵母細胞の出現は

顕著ではなかった。

ドp ョウ雌の肝量指数 (HSI，肝臓重量/体重 x1ω)は5月に相対的にやや高い値を示し 12月か

ら2月にかけて低い値をとる傾向にあったが，周年的な変動は著しくなかった(図lA)。肝細胞の組

織像にも季節ないし成熟度による著しい変化は認められなかったが 6月から 9月にかけて肝細胞質

内の空胞の出現が顕著となるように恩われた。

2. ピテロジ:r.=ンの検出と量的変化

ディスク電気泳動法tとより血清蛋白を分離した。 ζれらの泳動パタ{ンを比較した結果， 成熟雌の
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Fig. 2. Sections of ovaries of female loaches sampled in April (川， J''lle (b)， July (c)， 
October (d)， January (e)， and l¥'Iarch (f)， fixed in Bouin's fluid and stained with 

hema加xylin-eosin.x 27. 

血清中には成熟雄ならびに未熟雌のそれにはない 2本の特具的な蛋白パンドが存在する乙 と および

それらが燐ならびK脂質染色に陽性反応を示すことを確認した(図 3)。また L尾当り 50μgのエスト

ラヲオーノレ→17β を4日おきに 6回腹IE'内fC注射されたドジ ョウ雄の血清中にもうディスク電気泳動上

成熟雌にみられた特異的な蛋白分画と同様な易苦手J度をもち 未処理雄の血清中にはない 2本の蛋白バ

ンドがきわめて明確に出現する ζ とを確かめた(図 3)。 次いで成熟a1jtの血清について抗ドジ ョウ卵
黄蛋白抗血清によ るディス ク免疫電気泳動を行った結果， 上記の2本の特異蛋自分画域のそれぞれに

対応する位置に連続した 1本の沈降線が抗血清との聞に形成されること がわかった(図4A)。 また

Ouchterlonyの免疫拡散法によっても， 本研究に用いた抗ドジ ョウ卵黄蛋白抗血清がドフ ヨウの成熟

途上雌の血清成熟卵巣の抽出物 ならびにエストラジオー Jレ処理!雄からの血清との問には連続した

1本の沈降線を形成するが3 未熟雌または成熟雄の血清との聞にはそれがみられないことが確かめら
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2 3 4 5 8 
Fig. 3. Electrophoresis of blood serum pro七einsof m叫uremale (1)， immature female 
(2)， estradiol-treated male (3)， and rnature female (4-6) loaches. 0 locates the 
origin of protein migraもion. Vitellogenin fractions are shown by arrow-h帥 ds
1-4， protein staining; 5， phosphoprotein staining; 6， lipid帥aining.

B 

Fig. 4目 A. Disc immunoelectrophoretic pattern of serum of a mature fema.le loach. 
Vitellogenin frac七ionsare shown by arrows. B. Detection of vitellogenin of the 
loach by the Ollchterlonyラsimmunodiffusion meもhod.1， rabb比 anti-Ioachegg yolk 
肌もiserum;2， sefUln of ma.ture female loaoh; 3， extra叫 ofrnature ovary of loach; 
4， serum of imm叫urefemale loaoh; 5， sernm of estradiol-廿e叫edmale loach; 6， serum 
of normal male loacl】，

れた(図4B)。 以上の事実11:基いて 本研究ではドクョウのこれらの雌特異血清蛋白を一般にピテロ

ツェニン(以下 Vgと略記する)として知られる卵黄蛋白前駆物質である とみなした。

本研究に用いたドジョウの会個体の血清について Ouchterlony法によってVgの有無を判定し， そ
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Fig.5. Ch晶ngesof gonadosomatic血.dices(GSI) and relati刊 levelsof防 lrumvi句llog岨 in
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The mark wiぬ姐品目ぬ，riskindicates the fish showing ovulation. 

れと GSIとの関連をみた。 Vgをもっ雌は4-6月の GSI上昇期および7-9月の産卵期はもちろん，

産卵期後の翌年3月までの冬期間の各月にふつうに出現する点が特徴的であった。しかし， ζれらの

Vgをもっ個体は卵巣内に第1次卵黄球期以上の成熟度を示す卵母細胞を有するものに限られていた。

Ouchterlony法によってもまた抽ncini法によっても Vgが検出され得なかった個体も，観察対象群

中Ir.少数ながらほぼ周年的に見いだされた(図1)が， 乙れらの個体の卵巣では卵母細胞の成熟が常

IL卵黄胞期以下にとどまった状態にあった。

地問ni法tとより測定した各月の採集個体の Vgの平均値と， Vgを有する個体の GSIの平均値と

の関連を図5に示した。 Vg量は GSIの上昇開始と一致して4月IL顕著な増加をみせ 5月にはピーク

Ir.達するものとみられた。しかし， GSI値がピークととtる6月には Vg量は5月とほぼ同レベルにあ

り， GSIが低下しはじめる産卵期初期の7月にも同様なレベルに保たれていた。 8月および9月には

GSI値の減少とともに Vg量もまた低下していた。 10月から 3月までの期聞には Vg量は GSI値と

同様に低いレペルにあったが，特に 10-12月の聞には個体による変動がやや大であった。

各月IL観察したドp ョウの卵巣の成熟度が必ずしも均ーではなかった ζとを考慮して， 卵母細胞の

成熟の進行と Vg量の変化との関連を知るために， 各月のそれぞれの個体について成熟度と Vg量と

を対比し検討した(図6)。全体的にみて， 第3次卵黄球期の卵母細胞をもっ個体の Vg量は第1次

ないし第2次卵黄球期のそれをもっ個体の Vg量よりも高い傾向が蕗められた。 また第3次卵黄球期

の卵母細胞の増数が著しい4月から 6月の個体では， Vg量は相対的に高いレベルにあり， また多数

の第3次卵黄球期の卵母細胞に加えて核移動期に達したものをもっ産卵期の個体の Vg量も同様に高
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いレペルにあった。卵黄形成期にある卵母細胞の数が総体的Ir.話量少する 8月および9月tとはVg量も

また低下していた。ただ8月には GSIが0.93で卵巣内の第1次卵黄球期の卵母細胞が少数にすぎな

い個体に，著しく大量のVgが測定された。

考 察

本研究で観察したドヲョウ雌に特異的Ir.存在する血清蛋白成分杭ピテロ汐ェニン (Vg)とよばれ

る卵黄蛋自前駆物質Ir.相当するものであるととは疑いないと思われる。すなわち，との雌特異血清蛋

白は卵黄蓄積期にある卵母細胞をもっ雌に限って出現し，免疫学的に抗ドラョウ卵黄蛋白抗血清との

聞に明確な沈降線を形成した。 Vgは雌性ホルモンの刺激tとより肝臓で合成され血中に放出され

る21ト23)が，雌性ホルモン処理をうけたドジョウ雄の血清中に， 雌Ir.特異的な血清蛋白と同ーの泳動

像をみせまた免疫学的にも同ーの抗原性を示す蛋白成分が新たに出現したζとは本研究の雌特異血清

蛋白がVgとしての性格をもっζとを強く支持するものである。

乙れまでVgないし Vgtr.相当する血清蛋白は血中のアルカリ不安定性燐量， カルシウム量，燐蛋

自様燐量，ならびに脂質量を測定する間接的な方法によって~j定きれているが， 乙れらのうちアルカ

リ不安定性燐の定量による方法は，HeteT・opneωtesfossilisのVgを検討した Nathand Sunda泊施j23)
の最近の報告においても信頼すべき方法としてあげられている。本研究に用いたドヲョウは卵巣の成

熟度の個体差が著しいのが常であり，従って卵巣成熟度と Vg量との関連を個体毎tr.検討する必要が

あったが 1個体から分離しうる血清量は平均50/，1，最高 80/，1にすぎず，アルカリ不安定性燐量に

よる Vg定量は困難であった。従って，高島ち24)およびE王ara1)がそれぞれウナギAnguillajap側 ica

およびニヲマス SalmogairdneriのVgの定量に用いて好結果を得ている油田凶法を本研究に用

いた。近年，放射免疫検定法による Vg定量も Id1eret al. 26)および Idlerand Campbe1l26)により試

みられており，より精度の高い定量法として望ましいと考えられるが， 小型魚の血清Vg量の相対的

変化を追うには，本研究に用いたより簡便位地ncini法で十分な結果が得られると思われる。

Vgが産卵期前の卵黄形成期を通じ活発に増加し， 産卵期tr.入るとともに減少するととは Plati-

chthys flesω6)，ブラウンマス Salmotrutta8)， Gobius niger7)および Sal情。 gaird揖eri10)で知られて

いる。 Emmersenand Emmersen6)の報告tとよると Platichthysflesusでは， 卵黄形成期後期におけ

る卵巣へのVgの取り込みが初期でのそれに比して低下するため， 血中Vg量は産卵期前に最大に遣

するという。ドヲョウにおいても Vg値は GSIがピークIr.達する 6月に先立ち 5月tr.最大となり，以

後産卵期の7月まで高いレベルを保っており， また血中値は卵母細胞の卵黄形成の進行度が高いほど，

また卵巣のもつ卵黄蓄積期の卵母細胞が多数であるほど高い傾向をみせた。 ζの現象は Platichthys

で示唆されたように肝臓のVg合成活性が卵黄形成期に上昇し高い状態Ir.維持されるが，卵母細胞の

Vgとりこみが卵黄形成の進行とともに減少する ζとを反映するのかもしれない。肝臓重量が生殖周

期と相関した変化をみせる ζとはよく知られており 10)，11)Platichthysでは肝臓重量はVg量のピ{ク

時に最大となり，以後減少する6)。 ド汐ョウの肝臓重量も， HSIからみた場合，最大量のVgが計測

される 5月に最大となる傾向があったが，個体差が著しいためもあり， それ以降産卵期終了までの減

少傾向は必ずしも顕著ではなかった。

ギンザケ Oncorhynchuskisutchでは Vgtr.相当する雌特異蛋白は産卵期および産卵後の雌の血中
から消失するとされている27%しかし， Le Menn7)は Gobiusnigerで，卵黄形成期tr.免疫学的に検

出される Vg相当の雌特異蛋白は産卵後の卵巣退縮期にもなお残存するが，休止期に入ると免疫学的

に認められなくなると述べている。 vanBohemen et al. 10) も産卵後のニヲマスの血清Vgが産卵前

よりも増加して，その後急激に減少すると報じ，産卵後の高値のVgの存在を肝臓のVg合成の維持

と卵母細胞による Vgの取り込みの欠如によるものとみなしている。
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産卵期後の雌魚の血清中tとおりる Vgの存在は本研究IL用いたドジ酒ウでも確認し得た。しかしド

09ウでのζの現象が， ζれまで他の魚種で報告されている例と大きく異なるのは， 相対的に少量と

はいえ Vgを有する個体が産卵期後の 10月から 3月までの卵巣発達の休止期を通じて常に存在し，

またその Vgの存在が9陳に卵黄を貯留している卵母細胞が多少とも存在する乙とと明らかな関連を
もっ点である。

Le Menn7)は産卵後の Gobiusnigerの血中の Vgの残存を，卵巣内で退行中の卵黄蓄積卵IL由来

する卵黄蛋白が血中に再放出されその肝臓内での異化が比較的緩徐になされるためと考えている。 ド

~!!ウの場合， 産卵期が終了したとみられる 10月に調査した個体の:卵巣には卵黄形成のさまぎまな

段階にあったとみられる退行途上の卵母細胞が比較的高率に出現するのが観察された。しかし，つづ

く卵巣発達休止期の各月の個体における退行卵の出現頻度はCく小であり， またそれらの個体の9陳

tとみられた卵黄を蓄積した卵母細胞は組織学的に正常な像をみせていた。従って， 産卵期後のド!/ョ

ウの血清Vgが退行卵の吸収に由来するという可能性は非常に少ないといえる。

本研究が示したように， ドラョウの産卵期は他魚種IL比して比較的長い。林16)は道央地区のドラョ

ウの産卵期を GSI の変化からみて 5 月下旬から 8 月中旬としているが，本研究に用いた道南産のド~

g ウの産卵は，卵巣の組織学的観察からすると 7月から 9月までの3ヶ月聞にわたるとみられる。 ζ 

の聞の GSIの変化にも， また血中 Vg量の変化にも著しい個体差がみられたことは，鈴木13)が指摘

したように， ドクョウの卵母細胞の発達様式が非同時発生型であって， 同一個体が同一産卵期聞に反

復して産卵する可能性を反映するものであろう。また GSIおよびVg量の同様な個体差が産卵後の休

止期の各月におけるドラョウにも著しかったととは，各個体の反復産卵が産卵期間内の異なる時期に

なされる ζとによるのかもしれない。いずれにせよ， ド ~a ウの卵巣の発達がかなりの長期にわたっ

て継続してなされる乙とは，産卵期末期の大多数の個体が卵巣に卵黄蓄積途上の卵母細胞をもってい

たことからもうかがわれる。

ド~ョウの卵巣成熟は環境条件， とくに水温に大きく左右されるようであり 28)，鈴木町はドヲョ

ウ維を連続して 250Cの一定水温におくと季節とは拘りなく長期聞にわたって月 1回の人為的採卵を

くり返すζとが可能であると報告している。本研究に用いたドヲョウの生息場所の水温は 9月下旬

にはすでに8.50Cとかなりの低下をみせていた。 ζのようとZ水温低下が卵母細胞の卵黄形成ならびに

成熟の進行と維持にかかわる因子の作用を低減させるように働き， 結果として排・産卵の停止と一部

の卵母細胞の退行を導いた可能性が考えられる。その後の卵巣発達休止期にもこの因子の作用が完全

に消失はせず， 卵黄蓄積期の卵母細胞の若干が卵巣内に正常な状態1<::維持され得たと考える乙ともで

きょう。本研究ではζの因子がどのようなものかを明らかにし得なかったが， 乙の点lζ関しては

Sundararaj and Gc曙wami29)が Heteropneustesゐ'ssilisで得た実験結果に興味がもたれる。彼らは脳

下垂体を摘出された成熟雌の卵巣では卵黄をもっ卵母細胞が広汎な退行をおζすが， 脳下垂体摘出と

ともにエストラヲオ{ルを投与するとそれらの卵母細胞が退行からまぬかれると報じている。雌性ホ

ルモンの卵巣での合成および血中への放出が脳下垂体のゴナドトロピンiとより制御されることは明ら

かである聞が，Pseudopleuronectes americanusでは，雌での肝臓の Vg合成活動が脳下垂体摘出後

にも低い度合ではあるがみられるという問。

魚類の卵黄形成過程の始動，停止などその調節にかかわる機構については未知の面が少なくない。

本研究でみられた産卵後のドヲョウの卵巣内での卵黄を蓄積した卵母細胞の維持と血中の Vgの継続

した存在が，次の卵巣成熟にいかなる意義をもつか， またそれが雌性ホルモンなど卵黄形成に関わる

内分泌因子の消長といかなる関連をもつかは， 乙の観点からしでも検討に催する重要な問題といえよ

う。
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要約

函館市近郊の野外で周年的に採集したドヲョウ Misgurnusanguillicaudatusの血中ピテロヲェニ

ン (Vg)の量的変化を卵巣の組織学的変化と対比し，卵黄形成の進行との関連を検討した。

ドヲョウ雌の成熟度指数 (GSI)は4月IL増加を始め， 6月iとピークに遣した。 ζの聞には，非同時

型の発達様式をとる卵母細胞での卵黄蓄積の進行と卵黄形成期末期の卵母細胞の増数が顕著であった。

GSIは7月から 9月にかけて徐々に減少したが，排卵個体や核移動期の卵母細胞をもっ個体が出現し

ており， 乙の問が産卵期である ζとを示した。 10月から 3月の生殖活動休止期化は GSIは一般に低

くまた個体差も著しかったが，卵黄球期の正常な卵母細胞をもっ個体が各月に常化存在していた。

Vgとみなしうる血清蛋白は 7.596ポリアクリルアミドゲル・ディスク電気泳動iとより成熟雌ド:;

ョウの血清中に2本のバンドとして分離されs それらが燐および脂質を含むことも確認された。乙れ

らは抗ドヲョウ卵黄蛋白抗血滑に対して明確な免疫学的反応をみせた。また乙れらが雌性ホJレモン処

理をうけた雄ドジョウの血清K新たに出現する蛋白と同ーの泳動パターンおよび抗原性をもつことも

確かめた。

。lchterlony法によって検出可能な血清Vgは，卵母細胞が卵黄形成過程にある卵巣をもっドジョウ
に限って存在していた。

地 nciniの放射状免疫拡散耐とより定量した血清Vg量は 4月KGSIの増加と一致して上昇し，

5月にピークK達した後 7月まで高いレベルにあった。 Vg量は産卵期の経過とともに徐々に減少

したが， 産卵期後の 10月から 3月にかけても大多数の個体の血中KVgが少量ながら存在する ζと

が確かめられた。また Vgは，各個体の卵巣の組織学的成熟度と対比して検討すると， 卵母細胞にお

げる卵黄形成の進行ならびに卵巣内の卵黄形成期Kある卵母細胞の数の増加と相伴って増量する傾向

を示した。乙のような Vg量の特徴的な変動は， ドジョウの卵巣の発達がかなりの長期にわたって継

続してはされる ζと， および各個体における産卵が産卵期の異なる時期に反復してなされることの反

映であると考えられる。
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